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1.は じめ に

近 年 、大学 教育 にお いて その育成 が重 要 な課題 となって い る 「グローバ ル人 材」 とい う

用 語 は様 々 な文 脈や 立場 で様 々 に定義づ けされて い る と言 え るが 、現在 の と ころ、 英語運

用 力の 向上や世 界で 活躍 で きる人材 の育成 とい った産業 界 か らの要請 に基 づ く 「グローバ

ル人材像 」以 外の具体 的 なモ デル に基 づ く研 究 と実践 は緒 にっ いた ばか りだ と言 え る。 こ

の よ うな状 況 の中、 国 内学 生の海 外派 遣 や協定 校 との研 究者 交流 ・学 生交 流 を は じめ とす

る様 々な取 り組 みが な され るの に伴 い、 留学 生教 育 につ いて も大 学 の 「グローバ ル化 」 あ

るい は 「国際化 」 に どの よ うに位 置づ けるか に関 す る検 討 や実践 が 多 く報 告 されてい る。

教 員養成 大学 であ る本 学 にお いて も、 小規 模 の単科 大学 で あ るに も関わ らず、 これ まで の

充 実 した留学生 教育 の実績 を踏 ま え、2014年 度 に は国際交 流留 学 セ ンターが 設 立 され た。

本稿 で は、2013年 度 よ り本 学 で試 行 して い る教 員養 成 の グu一 バ ル化 に連 動 した 留学 生

教 育の実 践 を報 告 し、 国内の学 校教 育 にお いて留学 生 と共 に言語 と文 化 を学 ぶ意 義 にっ い

て述べ る。

2.留 学生教育と連動した大学におけるグローバル人材育成

2-1t大 学の留学生教育とグローバル人材育成

日本の大学では 「グローバル人材」育成の方略の一つ として、協定校への学生派遣に力

が入れられており、その結果、交換留学生(非 正規留学生、以下、留学生)の 受け入れも

増加 している。しかし、本学同様、多 くの場合、留学生に対する日本語 ・日本文化教育は

大学の教育課程 とは別の組織的枠組みの中で行われているのが一・般的であり、実際には両

者が対等な立場で交流を行う場が自然発生的に生まれにくいのが現状である。このような

状況下において、留学生教育への国内学生の参加、留学生向け科目と国内学生向け科目の

合同実施における異文化体験を通じて得られる学びを教育課程の中でとらえ、多文化の授

業環境を創設し協働学習することで両者の学びを深める実践も報告されている。例えば、

永井他(2014)は 留学生センターの日本語授業 と教育学部の社会科教員養成の授業の一

部(全15回 中2回)を 合同で行った結果、国内学生と留学生が積極的に意見交換できるよ
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うにな り、 「文化 」 を 「国」 で はな く 「個 人 」 とい う枠 組 みで 考 え られ る よ うに なっ た と

報 告 してい る。 しか し、 これ らの 多 くは、 担 当教員個 人 が授 業 の一部 を利用 して行 って お

り、 大学 と しての組 織 的、 制度 的 なシス テム化 が課題 とな ってい る。 この よ うな 問題意 識

を受 け、大 学 が組織 的 に留学 生教 育 を大 学 の教育 課程 に連 動 させ よ う とす る試 み も報 告 さ

れ る よ うにな った(1)。 しか し現在 まで に事 例 は限 られてお り、大 学 の教 育課 程 の枠 組 み に

留学 生 教 育や 共修 を どの よ うに位置 づ け るか に関 す る研 究 は緒 に付 い た ばか りだ と言 え

る。

2-2,言 語文 化教 育 にお けるグ ローバル 人材 育成

昨今 、 社会 の グロ ーバ ル化 に対応 しうる人 材 の育成 は大 学 教育 において も重要 な問題 と

されてお り、英 語能 力 の向上 以外 の グ ローバル人 材育 成 のモ デルが提 案 されて い る。例 え

ば、OECD(経 済 協 力 開発 機構)に よって ま とめ られ た 「キ ー ・コ ンピ テ ンシ ー(Key

Competencies)」(2)で は、21世 紀 を生 き抜 くため の能力 を次 の カテ ゴ リー に ま とめて整i理

して い る。
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(松 尾2015,15pよ り転 載)

図1が示すように、グU一 バル化や近代化によって複雑化した変化の激 しい世界を行き

ぬくためには、知識や限定的な技能の獲得だけなく、その知識や技能を用いて異なる他者

と協働する態度を含む全人間的な資質 ・能力が必要だとされている。
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一 方、 言語 文化 教育 とい う文脈 において も、 この キー ・コン ピテ ンシ ー の影響 を強 く受

け た新 しい能 力観 に基づ い た実 践 が多 く報告 され るよ うにな って い る。

例 え ぼ、 国際文 化 フ ォー ラムが 中心 となって開発 された 「外 国語学 習 の めや す(以 下、

「めやす 」)」(3)は 「外 国語教 育 を人 間教育 の一 環 と捉 え」 「外 国語 を学ぶ こ とを通 して
、2

1世 紀の グ ローバ ル社 会 の一

員 と しての 自覚 を もち、 そ

の社 会 作 りに 貢 献 で き る人

を育 て る こ とを め ざ し(3

p)」 て 開発 され た モデ ルで

あ る。 日本 の 学 校 教育 にお

いて 韓 国 語 や 中 国 語 な どの

複 数 言 語 を 学 ぶ機 会 を創 出

す る重 要 性 の 認 識 に端 を発

し、 どの外 国 語 教 育 に も適

応 可 能 な 教 育 理 念 、 教育 目

標 、 学 習 目標 を提 案 して い

るのが 特 徴 で あ る。 そ の教

能力
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図2.「 外 国語 学習 のめや す」概 念 図

育 理 念 、 教 育 目 標 、 学 習 目

標 は、OECDの 「キ ー ・コ

ン ピ テ ン シ ー(KeyCompete

・ncies)」 を 始 め とす る 「21

世 紀 型 ス キ ル 」(4))を 基 盤 と

した 「3領域 ×3能 力 ×3連 繋 」

の概 念 図 に ま とめ られて い る(図2)。 概 念 図 に示 され るよ うに 「めや す」 で は言 語 と文

化の知 識 理解 や運 用 に と どま らず 、他 者 とっ なが るこ とが 能力 の1つ と捉 え られて い る。

またそ こで は国や 民族 とい った静 的 な 「文 化」 概念 で はな く、動 的 な グローバ ル社会 が想

定 されてい る点 も特筆 すべ きで あ ろ う。 これ は、 言語 教育 が単 な る言語 知識 やス キルの獲

得 で な く、 グ ローバ ル な社 会 にお いて重視 され る、他者 との相 互理解 や つ なが りに関わ る

能力 の育成 を学 習 目標 に加 え るよ うにな った こ とを意 味 して い る と言 える。

つ ま り、従来 の言語知 識 や コ ミュニケ ー シ ョンス キル の習得 の範 疇 に とどま らず、 他者

との相 互 交渉 を通 して理解 しあ うこ とを言語 文化 教育 の 目的 と とらえて い る と言 えよ う。

次章 で は、 これ ら新 しい能 力観 、学 力観 に基づ い た、小 学校 教育及 び大学 教 育 と連 動 さ

せ た本 学 の留学 生 教育 にお け る言 語文化 教 育の実 践例 とその意 義 を紹 介 して い く。

(3)
-136一



3,留 学 生教 育 に連 動 した グ ローバ ル人 材育成 の ため の本学 の取 り組 み

3-1.本 学 附属小 学校 で の 「言 語 ・文化」 に お ける実 践

3-1-1.附 属小 学校 に お ける 「言語 ・文 化」活 動 にお ける協働 モ デル の 背景

2013年 度 よ り実践 してい る本活 動 は、附属小 学校 、国 内学生 、留学生 が 児童 の 「言 語 ・

文化 」 での 学び を支 え る 「教 員養成 大学 にお け る統合 的協 働 モデル(和 泉 元 他2014)」 の

枠組 み の中で 行わ れてい る。

本実 践 の参 加者 で あ る留学 生 は、 主 に交換 留 学生 や 日本 語 ・日本 文化 研 修 留 学生 ⑤ を

対 象 とした留 学生 科 目 「日本 語 コミュニ ケーシ ョン」 の受講 生 で、実 際 の場 面 での 日本語

使用 を通 して 日本語 運用 力 を伸 ばす こ とを 目的 として本 活動 に参加 してい る。 さ らに 日本

の学校現 場 を体験 す る こ とに よ り、 日本語 ・日本 文化 理解 を深 め、 自文化 を 日本 文化 と対

照 させ なが ら日本 語で紹 介 す る ことに よ り、異文 化 間 コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を養成 す る

ことを目指 して い る(活 動 の詳細 は和泉 元他(2014)を 参 照の こ と)。

参加者 で あ る国内学 生 は、 初 等教育履 修分 野 の学生 を対象 とした 「小学 校 外 国語活動 」

の受講 生で、 将来 、小学 校 で必修 化 され た 「外 国語活 動」 を行 うにあた り、 学級 担任 とし

て中心 的役割 を担 え る知 識 と能力 を身 につ け るこ とを目指 して い る。

一方
、本 実践 の場 とな る小学 校 にお け る教 育 もグローバル化 の流 れ を受 け て変化 して い

ると言 え る。言 語文 化教 育 との関 わ りで注 目され るの は、教 科横 断的 な 「言 語 活動 の充 実」

へ の言及 で あ る。 日本 の学 校 教育 で は、学 習指 導要領 に よって、 目標 とすべ き学 力 とその

内容が規 定 されて い るが 、 中央審議 会 「幼稚 園、小 学校 、 中学校 、高 等学 校及 び特別 支援

学 校 の学習 指導要 領 等の改 善 につ いて(答 申)」(平 成20年1月17日)に は、 学習 指導要 領

の改 訂の重 要 点の第 一項 目 として 「各 教科 にお ける言語 活動 の充実 」 が挙 げ られて い る。

特 に母 語教育 で あ る国語科 にっ いて は、『言 語力 の育成 方策 にっ いて(報 告書 案)【修 正 案 ・

反 映版 】』⑥ にお いて、 「言語 力育 成 の 中心 的 な役割 を果 たすべ く、 メ タ言語 活 動 の指導 の

充 実 」が 国語 科の改 善方策 として挙 げ られて い る。 さ らに 『小学校 学 習指 導要 領解 説 国語

編 』(7)では国語 科 の 目標 として、言 語 に よって 「伝 え合 う力 を高 め る」 こ とが 挙 げ られて

お り、 「人 間 と人 間 との 間の 関係 の 中で 、 お互 いの 立場 や考 え を尊 重 し、 言 語 を通 して表

現 した り正確 に理解 した りす る力(12p)」 が明 記 されて い る。 また外 国語 教 育 にお いて

も、特 に小 学校段 階 での外 国語(主 と して英 語)の 教 科化 をめ ぐる多 くの議 論 の 中で母 語

教 育 との連携 が強 く主 張 され る ようにな って きた。

この よ うな流 れの 中で、本 学 附属小 学校 で は、 中学 校か らの 英語(外 国 語)教 育、 異文

化 理解 の素 地 とな る① メ タ言語 能力 の育成 、②文 化 と言語 の多様 性 に対す る寛 容 な態度 の

酒 養 を 目的 と した 「言語 ・文 化 」 とい う独 自の活動 が 実践 されてい る。2010年 に附小 教

員 に よって独 自 に開発 され た この 活動 は、 大津 他(2008)を 参考 に した活 動 を主 軸 とし

てい る。大 津他(前 掲)は 英語(外 国語)教 育 の立場 か ら、外 国語学 習の 素地 とな る 「こ

とばへ の気づ き」 を促 す活動 を母 語で行 うこ とは、一般 的 に外 国語学 習、 外 国語 との接 触
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経験 に乏 しい小学 校 児童 に とって 重要 な言語 教育 の方 向性で あ る とし、 こ とばの 力の基 盤

と して 「こ とぼへ の気 づ き」の 重要性 と、 それ が母語 教育 と外 国語 教育 の連 携 にお いて扱

われ るこ との必要 性 を主 張 して い る。 そ して、 言語 の し くみ を客体 化 して発見 す るた めの

メ タ言語 能力 は、 大半 の小 学校 児童 に とって母 語 であ る 日本 語 を対 象 とす る こ とで効果 的

に育成 され る と して い る。 それ に加 え、多 様 な文 化 的、言 語 的背景 を持つ 留学 生 か ら言 語

と文化 の 多様性 を学 ぶ こ とに よ り、個 別文化 、個 別言 語間 に優 劣 の関係 はない ことを体験

的 に理解 す る こ とが 可能 に な る と期 待 で きる。 この よ うな背景 によってデ ザイ ンされ た本

実践 の 内容 を次 節 に示 す。

3-1-2.実 践 の概要

附小で の教育 実践 に先 立 って 、「小 学校外 国語 活動」及 び 「日本語 コ ミュニ ケー シ ョン」

で は計3回 合 同授 業 を実施 し準備 にあた った。

第1回 で は、 留学 生 と日本 人学 生 が 自国 を紹 介 しあ う活 動 を行 った。 同 じキ ャンパ ス内

にい る留 学生 と日本 人 学 生で あ るが 、 これ まで 交流 の機 会 が なか っ た とい う者 が大 半 で

あった ため、 続 く附属 小学 校 での国 紹介 内容 の検討 とい う協働 に先立 って ブレイ ンス トご

ミングの意 味 を持つ 。 また、 留学 生 に とって は、 同 じ初対 面 の場面 で も、相 手が大 学生 で

あ る場合 と小 学生 で あ る場 合 とで は、 ス ピー チス タイル を変 え るこ とが期 待 され る点 を意

識化 す るた めの活 動 とも位 置づ け られた。 一方 、 日本 人学 生 に とって 、 自文 化 にっ いてH

本語 で他 者 に伝 え る(発 表 す る)の は初 めての経験 で あ るこ とが多 く、 自文化 や母 語 の使

用 を振 り返 る機 会 ともな って い る。第2回 、第3回 で は 日本人 学生 か ら言語 的な サポ ー ト、

日本 の小 学校文 化 に関す る情報 提供 を受 けなが ら、 小学校 で の国紹 介 の準備 を行 った。

小 学校 で の活動 の流れ は、 図3に 示 した とお りで あ る。

図3.附 属 小学校 にお ける 「言語 ・文 化」 の授業 の流 れ

外 国の あい さつや文 化 を知 ろ う一 留学生 との交 流一

〈附小児童〉奈良教育大学に来ている留学生との交流を通じて、文化や

言語の多様性に触れる。

〈留学生〉相手に合った内容と日本語表現にっいて配慮 し、効果的な自

国紹介を行 うことを通して、日本語運用力を伸ばす。日本の学校文化に

触れる。

〈日本人学生〉多様な文化背景を持っ留学生との協働を体験する。小学

校外国語活動の教育現場を観察する。

参加者5年 次児童(33名/1学 級)、留学生(5-6名/各 学級)、

学生(4-6名/1学 級)
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活動の流れ ①留 学生 の紹 介(全 体 活動)と 留学 生 に よ る国紹 介(グ ルー プ活 動)

(1)留 学 生 の 日本語 で の名 前紹介 の後 、黒板 に掲示 され た各 国の あ い

さつ(「 こん にちは」)と 留 学生 のマ ッチ ングを行 う。

(2)児 童6-7名 、 留学 生1名 、 日本 人 学生1-2名 の グルー プに分 か れ、

留 学 生 の国 の言 語や 文化 を紹 介 した。紹 介 の 内容 は留 学生 と日本

人 学 生 との協 働 で準備 し、 活動 中 は 日本 人 学生 が進 行 のサ ポー ト

を行 う。

② メ タ言 語能 力育成 の た めの活動(参 加 者全 員 に よる活動)

(1)参 加 者全 員が 「温 泉 まん じゅ う」、「まん じゅ う温泉」 の絵 を描 く。

(2)グ ル ー プで絵 を見せ 合 い なが ら、 ど うして この よ うな絵 を描 い た

か解説 しあ う。

(3)別 の事例(「 カ レー コロ ッケ」 「コロ ッケカ レー」等)を 提 示 し、

日本語 の名 詞複 合語 の規則 を言 語化 す る。

(4)日 本 語 以外 の 言語 にっ いて 、留 学生 が 自国 語 の名詞複 合 語 の規 則

性 を紹 介 す る。

活動① は主 に留 学生 か ら附小 児童 に情報 を提 供す る活動 を基 盤 としてい る。児 童 に とっ

て は多様 な言語、 文化 に触 れ る機 会 で あ り、留 学生 に とっては相 手 に合 わせ て効 果 的 に説

明す るこ とを実践 す る 日本語 運用 の場 とい う意 味 を持 つ。 さ らに 日本 人学 生 に とっては、

実 際 の 「外 国語活 動」の教育 現場 を観 察 す るだ けで な く、ALTと ともに行 うこ とも多 い 「外

国語活 動」 での学 級担任 の役 割 を体験 的 に学 ぶ ことが 可能で あ る。 さ らに① 一(2)の 活

動 は少人数 グルー プで行 わ れ るため、参 加者 間 の 自由な相互 交渉 が期待 で き る。

活動② は 「温泉 まん じゅ う」 と 「まん じゅ う温泉 」 とい う語順 が逆 の名詞複 合 語 を素材

として、 日本 語の し くみ を メ タ的 に外 言化 す る活 動 を通 して メ タ言 語能 力 を育成 す る こ と

を 目的 として い る(大 津 、前 掲)。 まず絵 を描かせ て か ら(活 動② 一(1))、 それ を外言

化 し(活 動② 一(2))、 さらに別 の事例(「 みつ ぼ ち」 と 「は ちみっ」、「カ レー コロ ッケ」

と 「コロ ッケ カ レー」 な ど)を 踏 ま えて こ とばの規 則 を発 見 して い く(活 動② 一(3))

こ とで、参 加者 は段 階的 に、 日本 語 を母語 、 あ るい は外国語 の視 点で捉 え、 そ こで の気 づ

きを共有 す る ことが 可能 であ る。 また、 日本語 を対象 とす るこ とで、 活動① で は情報 受 け

る側 だ った児童 が、活 動② で は情 報 を提供 す る立場 に もな り得、 相互交 渉 にお け るホス ト

とゲ ス トの関係(フ ァン2006)が 流 動 的 な場 を創設 す る こ とがで きる。

3-1-3,実 践を通 した学 び

活 動①、 活動② ともに児 童 と留学生 間 で積 極 的なや りとりの場 面が観 察 され た。 また そ

の際 、留 学生 と児童 間 に起 こった コ ミュニケ ーシ ョンの破綻 にお いては、 国内学 生 も積極
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的 に介入 し、サ ポー トす る様 子が観 察 され た。 以下 に学級 担任 、留学 生、 日本人 学生 、 そ

れぞれの気 づ きを紹 介す る。

〈学級担任 の気づ き〉

(1)そ れ ぞれ の国 の言葉 で 「こん にち は」 を どう言 うの か を留 学生 か ら教 えて もらって

い る時(活 動① 一(1))に 、 一人 の 児童 が 「こん ばん はは?」 とつ ぶや いた。 ルー マ

ニアの留学 生が ルーマニ ア語 の あい さつ、「ブナズ ィ ワ」(こ ん にちは)、 「ブナセ ァー ラ」

(こん ぼん は)に つ いて、接 頭 語 「ブナ」+昼 「ズ ィ ワ」、 また は夜 「セ ァー ラ」 とい

う語構 成 の規則 を説 明 した こ とか ら、 それ が 日本語 の 「今 日 は」 「今 晩 は」 とし くみが

よ く似 て い るこ とに気づ いて いった。 さ らにほかの 国の あい さつは どうな ってい るのか

とい う疑問 が クラス の児童 に広 が って い った。ハ ンガ リー語 も、初 めの部 分 は 同じで、

後 ろの部分 をか える と 「お は よ う」や 「こん ばんは」 に な る、ベ トナ ム語 と中国語 は、

時間 に よる使 い分 けが ない とい う話 を留学 生が話 して くれて、 こ とぼの規 則性 に興 味が

わい た ようだ。

(2)コ ミュニ ケー シ ョン につ いて考 え させ られ た の は、 「ゆず」 を伝 え よ う とす る子 ど

もの姿 か らで す。 「日本 にあ って、 イ ン ドネ シア にない果 物 は?」 の問 い に(中 略)「 ゆ

ずは?」 と聞 いた子が い ま した。留学 生 は 「ゆず」を知 らなか った よ うで す。(中 略)「 こ

んな丸 いやっ で～、 黄色 っぽ い?」 「みか んみ たいな 、 レモ ンみ たい な」 「その 中間 ぐら

い」 と一 生懸命 説 明 して い ま した。 「あ、知 って る!」 と留学 生が 言 った 時の 子 どもた

ちの嬉 しそ うな顔。

上 記(1)の 学 級担任 の気づ きか らは、各 国の あい さつ 語へ の関心 が児 童 自身か ら発せ

られた こ とが ク ラス全体 を巻 き込 んでの語 構成 を意識 化 す るや りとりへ と繋 が って お り、

本活 動が 「言語 力育成 の 中心的 な役割 を果 たすべ く、 メ タ言語 活動 」 とな って いた こ とが

わか る。

さ らに、(2)の 学級 担任 の気 づ きか らは、 文化 的 、言語 的背 景 が明 らか に異 な る他者

と しての 留学 生 に対 して 、言語 によって 「人間 と人 間 との間 の関係 の 中で、 お互 い の立場

や考 えを尊重 し、 言語 を通 して表現 した り正 確 に理解 し」 た りしよ うとす る能動 的、 積極

的 な態度、 そこでの達成感 が見 て取 れ る。

〈留学 生 の気づ き〉

(3)ベ トナムの小学 校 と60-70パ ーセ ン ト違 い ます。 学校 に入 るにはス リ ッパ をか え る

こ と、 そ して、 寒 い天 気で もシ ョー トパ ンツだ けを は くこ とです。

(4)子 ども達 の話 に どん な反 応 をすれ ば いいの か分 か りませ んで した。 けっ き ょく笑顔
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だ けで反応 して しまい ま した。自然 に子 ども達 の話 につ っ こむ こ とが で き ませんで した。

(5)前 向 きな姿 勢が もっ と要 ります。声 をか ける勇気 が要 ります。

(6)自 信 の あ る子 とぼか り話 して シ ャイな子 を うま く話 し にいれ ませ んで した。今 度 は

子 どもの名 前 を聞 いた ほ うが い いか な と思 い ます。

(7)多 少 退屈 な こ ともあ った時 間 に集 中 して 聞 き入 れ た子供 た ち と、 困 っ た ときに助 け

て くれた 日本 人学 生 た ちが本 当 にあ りが と うござい ま した(原 文 マ マ)。

留学生 の気 づ きか ら も多 くの学 びが看 取 しうる。

(3)か ら分 か るよ うに 日本 の学 校文 化 に関す る学 び を得 た だ けで な く、(4)か らは本

活動 が 自身 の 日本 語使用 に関 す る問題 点 を 自己評価 す る機 会 となった こ とが見 て取 れ る。

また(5)(6)は 、 児童 との関 係 を構築 す る場 合 の 自身 の 態度 や具体 的 な方 略 に関す る

言及 で あ り、教室 とい う社 会 の中で他 者 との 関係構築 の問題 点 を客 観 的 に分 析 し、 自身 の

態度 や行動 の あ り方 につ いて 思考 して い る様 子 が伺 えた。 これ らの気づ きは、 異 な る他者

と理 解 しあ うた め に必 要 な態 度 に関 す る学 びだ と言 え よ う。 さ らに、(7)か らは 日本人

学生 との協 働 に よ り、他 者 に助 けを求 め なが ら、異文 化 間の 問題 を乗 り越 えて い こう とす

る態 度が見 て取 れ る。

〈日本人学 生 の気 づ き〉

(8)子 どもたち は意 外 と外 国語へ の抵 抗が ない。

(9)子 どもたち は一 所懸 命 留学生 に初 めて教 え る ことばを説 明 し よう と して いた。

(10)留 学生 は名 詞 や動 詞 な ど、 日本 の 言葉 を文 法 的 に考 えた が、 児 童 は 感覚 で 日本語

を使 って い る とい う違 い を感 じた。

(11)意 思疎 通 をす るため に はた くさん の こ とぼが必 要。

(12)絵 は何 か を伝 える ときは とて も効 果 的だ。

日本人学 生 の気 づ きか らは、活動 を観 察 し、サ ポー トす る こ とで、小 学校 の 「外 国語活

動」 で の児童 の態度 や学 び、 教室 活動 を具 体 的 にイメー ジ してお り、本 活動 が 、将来 教職

につい た際 の学級 担任 としての 役割 を よ り現実 的 に認識 す る機 会 となって い た こ とがわか

る。

この よ うに、本 活動 を通 して 、参加 者 で あ る児童、 留 学生 、 日本人 学生 の3者 が それ ぞ

れ の 目的に沿 った学 び を得 て い る と言 え る。また、日本 語 を使用 した活動 で あ った ものの、

そ こで のや りと りの中で は ホス トとゲ ス トの立場 が流動 的 に入 れ替 わ る、対 等 な立場 で の

交流 も実現 してい た と言 え る。
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3-2,本 学で の留学 生 と国内学 生 との共修 の 実践

3-2-1.教 員 養成課 程 にお ける異文 化理 解(教 育)と 留 学生教 育

次 に大 学 の教育 課程 におけ る実 践例 として 、教 育学 部英 語教 育専修 専 門科 目 「異文 化 理

解研 究」 と留学生 科 目 「現代 日本 論」 での実 践 を紹介 す る。

英語教 育専修 の専 門科 目であ る 「異文 化理 解研 究」 は 「自分 と異な る文化 の世界 観 に照

ら して 自己の文 化 を相対 化 し、異文 化接 触 に よって起 こる心 の葛藤 と受 容 の プロ セス を理

解 す る こ とを通 して、 異文 化理解 の必要 性 と方法 を認 識 す る」 ことを授 業 の 目的 とした 授

業 で あ る(岩 坂他2013)。 しか し実施 には、 受講 生で あ る英語 教育 専修 の2回 生 自身の 異

文 化体験 が 非常 に限 られ た もので あ るため に、 異文化 理解 の必要 性 につ いての リア リティ

の な さが否 めず、 概念 的 な理解 に とどまって しま うこ とが課 題 とな って いた。 一方 、留 学

生 用科 目 「現代 日本 論 」 は前述 の短 期 留学 生 が主 な受 講 生で あ り、 「日本 の 現代 と伝 統 と

の 関連 を体験 的 に学習 し、 日本 に関 す る理 解 を深 め る」 こ とを 目的 とした、 日本 国内で の

日本 を話題 とした科 目 に も関わ らず、 身近 な国 内学 生 と ともに学 び を深 めて い く機 会で は

ない こ とが 留学 生 の不満 で もあ った(和 泉 元2013)。 この よ うな両者 のニ ーズ の合 致 を確

認 し、2015年 前期 に両科 目を合 同開講 す る こ ととな った。 そ こで参考 に した のが 、前 述

の キー ・コン ピテンシー 、 そ して 欧州 の言語 文化 教育 にお け る能 力観 で あ る。

欧州 で はその政 治 的背景 か ら、言語 文化 教育 の 目標 は対 象言語 の ス キル獲 得 だ けで はな

く、異 な る文化 背景 を もつ 相手 とのイ ンターア クシ ョンを通 した他 者理 解 の過 程 で 自己を

再 認識 す る こと(=異 文 化 間能力(1(ramschl993))だ とい う認識 が もた れてい る。20

01年 に は欧州 評議 会 によって、 複数 の言語 や 文 化 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 を使 う こ

とに関 して 肯 定 的 な価 値 観 を持 っ とい う複 言 語 ・複 文 化 主 義 の考 え を基盤 とす る 「ヨー

ロ ッパ 言語 共 通参 照枠(CEFR)(8)」 が 発 表 さ れ、 欧州 の 言語 政 策 の骨格 とな って い る。

さ らに、Byram(2008)は 、言 語文 化教 育 は 国語 教育 と外 国語 教育 、市 民 性 教育 の調整

の 中で捉 えるべ きで あ り、InterculturalCitizenship(相 互 文化 的市 民性(細 川2012))

を育て るこ とこそが言語 文化 教育 で あ る とした 。 これ は、 これか らの言語 文化 教育 が対 象

言 語の言 語 的知識 や コ ミュニケ ー シ ョンス キル の習得 を最終 的 な 目標 とす るので はな く、

前述 の キー ・コン ピテンシ ー 同様 、 その知 識や ス キル を用 いて異 な る他 者 と協 働 す る態 度

を含 む全 人 間的な資 質 ・能力 の育成 を 目指 すべ きで あ る こ とを示 して い る と言 え よ う。

3-2-2.実 践 の概要

実 践 は、受講 生 の異文 化体験 や 異文化 間教 育体 験 の不 足 に配慮 し、 日本 人学 生 と留学 生

が段 階 的、体 験 的 に協 働 によ る学 びが 得 られ るよ う配 慮 して デザイ ン した(コ ース デザイ

ンの詳細 につ いて は和 泉元 他(印 刷 中)を 参 照 の こ と)。

本 稿 で は、 紙 幅の 関係 上、言 語 に焦 点 を当 てた第3回 、第4回 の実践 の 内容 を示 す。 第3

回 で は、映画 「アナ と雪 の女 王」の挿入 歌 であ る 「生 まれ て はじめて」を方 言 で歌 ったVTR
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を視聴 し、 日本語 の 方言 のバ リエ ーシ ョン に触 れ、 言語 内 の多様 性 を体験 的 に理 解 す る こ

とを 目的 とした。 さ らにそれ ら方言 に対 す る、留 学生 、 日本 人学 生 それ ぞれ の視 点 か らの

イメ ージ を共 有 す る こ とで 、特 定 の文化 に対 す るイメ ージが個 人 や集 団 の現 実解 釈 の仕 方

や価値 体 系 に よって規 定 され た もので あ る とい うこ とへ の気づ きに繋が る よ うディスカ ッ

シ ョン を行 っ た。

続 く第4回 で は、 異 な る言語 的、 文化 的 背景 を持 つ他 者 とこ とばを用 い て交 流 す る体験

を通 して、 自文 化 の外 言化 への積 極 的 な態度 とそ の困難 さを体験 す る こ とを 目的 とした。

ワー クシ ー トで は 「① あなた の言語(方 言や若 者 こ とば を含 む)で しか表 現 で きない こ と

ぼ(別 の言語 に訳 す と違 和感 の あ る こ とば)、 あ るい は、② 同 じ文化 の 人 で な けれ ばわか

らないだ ろ うと思 うこ とばを挙 げ て、 それ にっ いて クラスメ イ トに説 明 して くだ さい」 と

指示 し、授 業担 当教 員 がい くつか の例 を示 した。 留学 生 と国 内学生 の混 合 グルー プに よ る

ワー クのあ と、 この活動 を通 して感 じた 驚 きや違 和感 、共 感な どの感想 を振 り返 りシー ト

に記 述す るこ とで、 相互 作用 的 に こ とばを用 いて異 な る他 者 と相互 理解 を して い くことの

複雑 さ と困難 さ、 あ るいは相互 理解 に伴 う満足 感 を意識 化す る ことを目的 と した 。

3-2-3.実 践 を通 した学 び

活 動 の中で は、受講 生 間で積 極 的 にや りと りを行 う様 子が観 察 され た。以 下 に、留学 生、

日本 人学生 の気 づ きを紹介 す る。

〈留 学生 の気づ き〉

(13)今 日、 日本 に あ るほか の方 言 を きいて とて もお もし ろか ったで す 。 日本 に あ る方

言が そん な に違 うなんて 思い もしなか った ので す。 そ して、大 阪 の人 だ っ たの に他 の

方言 が好 きだ とい う人 もいてお どろき ま した。

(14)あ る種 の人 に は 自分 が な じみ の あ る方言 が一 番 か っ こ よ く聞 こえ るが 、逆 に他 の

人が始 めて聞 く方言 を一番 よ く思 うとい うこ とに気 づ き ま した。 それ は 日本 人学 生 も

留学 生 も同 じだ といえ ま しょ う。

(15)日 本 の方 言 を 聞 くの にた くさん イメ ージや 意 見や 感 じな どが出 て き ま した。 そ の

イ メージ な どは同 じです けどそれ ぞれ の視点 が違 い ます。ぜ んぜ ん私 が 思わ な かっ た

け ど、他 の人が 思 って い る ことを聞い た らな るほ どなって感が しま した。

(16)さ ま ざまな 人 の母 語 は 日本 語 にで きな い こ とばが す ご くた くさん あ る と気 づ きま

した。 自分 の母 語 を説 明 して い る時 で も、な か なか 通 じなか った らち ょっ とい らい ら

感 じが し ました。 ほかの 言語 で説 明 した ら、 その説 明が ち ょっ と足 りな い感 じが しま

した。

上記(13)は 、 それ まで単 一・文 化 とい う認識 の 中で 捉 えて いた 日本 語 の 多様 性 へ の気
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づ きにっ いて言 及 されて い る。 また(14)(15)で は、 それ らの多様 性 に対 す るイメ ージ

の多様性 に も言 及 されて お り、 それが 日本人 、留 学生 とい う二 項対 立で は とらえ られ ない

とい う気づ き に繋 が って い る。 さ らに、(16)で は、 母語 と日本 語 の比較 に よって それ ら

の言語 に関 す る理解 を外 言化 しよ う とす る試 み の中で、 その困難 さを体験 す る姿が 見 て取

れ る。

〈日本人 学 生の気 づ き〉

(17)自 分 の 国の 言語 で しか表 せ な い言語 を探 してい たが 、 自分 は そ う思 って い たが 、

相 手の 言語 に も同 じニ ュア ンスの言葉 が あった ときは、嬉 し く思 った。

(18)京 都 も私 の 出身 地兵 庫 と同 じ関西 圏 なの に 「ね き=近 い」 とい う私 の認 知外 の 言

葉 が あ る ことに はじめて気 づ き ま した。

(19)沖 縄 弁 の イメー ジ として私 は異 国の言葉 の よ うに感 じて いた け ど、 かわ いぶ ってい

る とい う意 見 を聞 いて驚 いた 。バ ックグ ラウ ン ドの違 いで イメー ジ も違 うとい うこ と

が よ く分 か った。

(20)私 は結果 的 に大 阪弁が 一番 好 きだ ったが、それ は、な じみが あって よ く知 っていて、

歌 の状 況 と合 ってい ない こ とのギ ャ ップが好 きだ ったか らだ と思 う。 逆 に沖縄 弁 の よ

うに違 いす ぎ る とよ く分 か らな くて気 持 ち悪 い感 じが した。

上 記(17)は 母 語 と異 な る言 語 の 比較 か ら類似 点 を発 見 し、 これ まで 意識 しなか った

親 近感 に言及 して い る。 さ らに、(18)で は、 母語 で あ る日本語 内の多様 性 に気 づ き、 国

や民族 とい う概念 に よって静 的 に と らえて い た 「言 語」 「文 化 」 の規 定 の仕 方 にゆ さぶ り

が掛 け られ た様 子が伺 える。

(19)(20)で は、 な じみの あ る 日本 語方 言 に対 して留 学生 が持 った イメー ジ に触 れ た

こ とを きっか けに、母 語 や母文化 を別 の視点 で捉 え、 その 印象 の背景 にあ る自己 の価 値判

断 を客 観的 に認識 した り、 批判 的 に分析 してい るこ とが わ か る。

この よ うに、 留学 生、 日本人 学 生 ともに本 活動 で の協 働 を通 して、 多様 な文化 的 背景 を

もっ他 者 と良 好 な関係 で 繋が り、 こ とぼ を用 いて理解 し合 お う とす る態度 や 、 「異 な る言

語 」 「異 な る文 化 」 は 「日本 人対 留 学生 」 とい う安易 な二 項 対立 で は とらえ られ な い とい

う事実 を体験 的 に学 んだ と言 え る。

4.グ ローバ ルな視 点 を持 った教 員養 成 ・学校 教育 と連動 した留学 生教 育 の可能 性

以上 、教 員養成 の グローバ ル化 に連 動 した 留学生 教育 の実践 を報 告 した。本 実践 で は、

これ まで別 の枠 組 みの 中で とらえ られて きた学校 教 育、教 員養 成 、留 学生 教育 におけ る言

語文化 教育 にお ける学 び を キー ・コン ピテンシ ー等の新 しい学 習観 、能力 観 に基 づいて と

らえなお した。 その結 果、 こ とぼ を用 いて異 な る他 者 とつ なが ろ う とす る態度 、母語 や 自
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文 化 を客体 化 す る姿 が観 察 され た。 さ らに異 な る他 者 として認識 しや すい留 学生 と、 同一

文化 の構 成 員だ と考 えて い た ク ラス メイ トとの協 働 に よって、 「文 化」 を国 とい う静 的 な

概 念 で はな く、 もっ と複 雑で動 的 な概念 で とらえ るべ きで あ る ことを認 識 す る きっか けを

得 た と思 われ る。

グローバ ル志 向の流 れ を受 けて、 異文 化理解 教 育 の一環 として留 学生 が 国紹介 をす る と

い う試 み は、 日本 の多 くの教 育現 場で実 践 されて い るもので あ るが 、 異な る文化 に触 れ た

こ とに よ るもの珍 しさや興 奮 の中 で一過 性 の学 び しか生 まない もの も散見 され る。また 「グ

ローバ ル人材 育成=英 語 運用 力 の育成 」 とい う発想 か ら留学生 を英 語指 導補 助 のた め にの

み活用 す る とい う期 待 も未だ大 きい。本 実践 は、 外 国語教 育 を支 え る母 語教 育 との連 携 に

よ り、 キー ・コン ピテ ンシー 等 に示 され る資質 ・能力 の育 成 を 目指 して、留 学生 教育 と学

校教 育 において双 方 に とっての学 び の場 を創設 した とい う点で 意義 が あ ると思わ れ る。

また、大 学 教育課 程 とは別 の枠 組み で行 われて い るた め に 自然発 生 的 には対等 な立 場 で

の交 流が生 まれ に くい留学 生 と日本 人学 生が 、授業 とい う制度 的 な枠組 み を保 障 され る こ

とで安心 して他者 及 び 自己 と向か いあい 、相互 理解 を深 めて い くこ とは、 キー ・コン ピテ

ンシー に示 され る資質 ・能 力 を体験 的 に育成 してい くこ とを可能 に して い る と思 われ る。

教 員養成 大 学 にお け る 「グローバル人 材 」育成 の 方略 としての留 学生 教育 の あ り方 を検

討す るため には、 引 き続 き実 践 を積 み重ね てい く必 要が あ るが、 日本 の教育 課程 の 中で の

位置 づ けを示 した上 で、 そこで学 ぶ者 たち の対等 な学 びが保 障 され る場 の創 設 が その前提

で あ るこ とは言 うまで もな い。
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学生 と国 内 学生 が とも に 日本 語 で学 ぶ 、 問題 解 決 型 ・プ ロジ ェ ク ト型 の授 業 を創 設 し、(1)留

学生 と 日本 人 学生 が とも に学 ぶ環 境 の 「制 度 的 」保 障、(2)汎 用 的 能力(ジ ェネ リッ クス キル)

の育 成 、(3)日 本 人 学 生 の 海 外 留学 奨 励 ・促 進 の3点 を挙 げ、 「異 な る他 者 と交 流 ・摩 擦 を想

定 し た支 援 ・教 育(7p)」 を教 育 課 程 の 中 に組 織 的 に位 置づ け る こ とが 「無 理 な く(大 学 の)

国際 化 を進 め る」こ とにっ なが る点 を意 義 と して あ げて い る(北 海 道大 学 留学 生 セ ンター2014)。

(2)D.S.Rychen&L.H.Salganik(eds.)(2003)KeyCompetenciesf()rSuccessfulLifeanda

Well・FunctioningSocienty.Hogrefe&HuberPublishers.(立 田慶 裕 監修 『キー ・コ ン ピテ
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